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*************************************************** 

多面的機能支払 メールマガジン 

「農村ふるさと保全通信」 第 143 号（2024.11.15） 

農林水産省農村振興局 多面的機能支払推進室 

 

************************************************* 

多面的機能支払のメールマガジン「農村ふるさと保全通信」の第 143 号をお届けします。 

--第 143 号の目次----------------------------------------------------------- 

１ 活動組織の活動紹介 

  ☆手賀
て が

・資源を守る会（茨城県行方市
な め が た し

）☆ 

生き物調査や農業体験等を通じて地域の子供たちとの交流を積極的に図っています！ 

☆中野方
な か の ほ う

地域資源保全会（岐阜県恵那市
え な し

中野方町
なかのほうちょう

）☆ 

 NPO 法人と連携し、景観植物の定植など多種多様な共同活動を行っています！ 

２ 女性役員へのインタビュー  

☆アクア上中
かみなか

（広島県三原市
み は ら し

大和町
だいわちょう

）☆ 

   5 名の女性が活動組織の役員として活躍されています！役員を引き受けたきっかけや

女性役員が増えてからの変化についてインタビューを行いました！    

３ 活動組織の活動の啓発・普及紹介 

☆八方
や か た

原
ばら

の環境を守る会（山口県山口市）☆ 

   活動日の周知や活動報告を目的に広報誌を毎月発行しています！ 

４ 「令和６年度 田園自然再生活動の集い」開催のご案内 

 

【編集後記】 

 



■１．活動組織の活動紹介（１）～手賀
て が

・資源を守る会（茨城県行方
なめがた

市）～ ■ 

～ 地 区 概 要 ～ 

当地区は、行方市の北西部に位置し、霞ヶ浦沿岸に展開する水田地帯です。組織設

立時より、非農家を含めた参加率は約 90％以上を維持し、「自分たちのふるさとは自

分たちで守る」といった意識の高い地域です。活動範囲は、田 137.0ha、畑 9.0ha

です。 

 

～ 主 な 取 組 ～ 

◎ 行政区と連携して、水路や

農道等の保全管理活動に地

域をあげて取り組んでお

り、非農家を含めた参加率

は９０％以上となっていま

す。 

 

◎ 子供会と連携し、「田んぼの

調査隊」と称した生き物調

査や水質調査を実施してい

ます。「田んぼの調査隊」は

親子参加型で開催され、夏

休みの恒例行事となってい

ます。 「田んぼの調査隊」を

親子参加型にすることによ

り、地域住民との交流が促進されるとともに、地域の

農村環境への幅広い理解に繋がっています。 

 

◎ 毎年、地元の小学校の５年生を対象に田植え及び稲刈

り体験会を実施し、収穫したコメは学校の調理実習に

提供しています。また、地域の「なめがたエリアテレ

ビ」を活用して田植え、稲刈り体験など子供たちとの

活動を情報発信しています。これらの農業体験や情報

発信の結果、地元から新たに３名の担い手農家が生ま

れました。今後も、将来の地域農業のために子供たち

へ積極的に農業体験を実施していきます。 

泥上げ作業 活動参加者 

生き物調査 水質調査 

稲刈り体験 

テレビ放映時の映像 



  

編集担当 SDGs コメント  

 子供会と連携し、生き物調査や水質調査を実施すること、地元の小学生を対象に農業体

験を実施することは目標 4（質の高い教育をみんなに提供する。）に貢献しています。こ

れからもこれらの活動が継続されることで地域農業への理解が高まり、より良い農業環境

がつくられることを応援しています。 



■１．活動組織の活動紹介（２） 

～中
なか

野方
の ほ う

地域資源保全会（岐阜県恵那市
え な し

中野方町
なかのほうちょう

）～■ 

 

～地 区 概 要～ 

 本地区は岐阜県恵那市の北部に位置し、笠置山の

麓に広がる地域です。活動範囲は、田 71.67ha、畑

1.84ha、開水路 25.0km、農道 15.0km、ため池

7 箇所です。 

 

～主 な 取 組～ 

◎ 耕作放棄地が増加する現状を何とかしたい、美

しい里山の景観を守っていきたいという想いで

平成 28 年度に設立された「農事組合法人アグ

リアシスト中野方」を中心に多面的機能支払交

付金を活用した共同活動に取り組んでいます。 

 

◎ 医療・福祉との連携として「NPO 法人 まめに

暮らそまい会」と草刈り、遊休農地発生防止の

ための景観植物の定植、棚田の一部をビオトー

プとすることによる生き物保全等、多岐に渡る

共同活動を実施し、新たな遊休農地発生の防止

や、農村環境の向上に繋げています。また、総会

の場を活用し、本交付金に関する研修会に加え、

「用水路へのゴミ流出防止」をテーマとした独

自の研修を行い、用水路の適切な維持管理に努

めています。 

 

◎ 中山間地域の農村地帯でも非農家も積極

的に参加され、参加者の笑顔も増えてきま

した。農家・非農家関係なく地域の活性化

に繋がっています。今後も本活動を通じ

て、地域の更なる活性化や活動の広がりを

推し進めていきたいと考えています。 

 

【中野方地域資源保全会 代表 安江建樹】 

 

鳥獣害防護柵の維持管理 

景観植物の定植 

水路の補修作業（直営施工） 

ビオトープでの生き物保全活動 



 

 

  

編集担当 SDGs コメント  

ビオトープの設置や景観維持の活動は、目標 11（（ み続けられる地域をつくる）や目標

１５（陸の豊かさも守ろう）に貢献しています。また、その活動を医療・福祉関係の NPO

団体などと共に協力して行うことは目標 17（効果的な市民社会のパートナシップを進め

る）に貢献しています。農家、非農家に関係なく地域の活性化に繋がっているとのことで、

これからも笑顔があふれる地域ぐるみの活動を応援しています！ 

 



■２ ． 女性役員へのインタビュー ～アクア上中
かみなか

（広島県三原市
み は ら し

大和町
だいわちょう

）～■  

 

 

 

～インタビュー～ 

○話し手 向井さん、山口さん、梶原さん、和田さん 

○聞き手 中四局 多面的機能支払推進室 田中 

○実施日時：令和 6 年 7 月 31 日 

○場所：アクア上中事務所 

 

Q：役員に女性が就いたきっかけを教えてください。 

A：活動組織を立ち上げたときから参画しているユー

トピア上中（農事組合法人）において、法人の事務

をしていたことがきっかけで活動組織の役員をす

ることになりました。当初は活動組織の女性役員

は 1 名でしたが、法人の女性従業員等に声をかけ、

現在の活動組織の女性役員は５名になっていま

す。 

 

Q：役員を引き受ける際に抵抗はありませんでしたか？ 

A：集落の半分は女性がおり、男女分け隔てなく活動

していますし、地域の多くの団体が参加している

ので、特に抵抗はなかったです。 

 

Q：女性役員が増えて変わったことはありますか？ 

元々、女性同士の繋がりがあり、女性が意見を出

す地域ではありましたが、より一層、話がスムーズ

に進むようになったり、組織の雰囲気が良くなった

りしたように思います。 

 

Q：今後の展望や目標を教えてください。 

A：できる限り共同活動を継続して、今の状態を守っていきたいと考えています。 

活動範囲：田 72.8ha、畑 0.12ha 

対象施設：開水路 25km、農道 5km、ため池 9 箇所 

活動開始時期：平成 19 年～ 

組織の概要 

代表の向井さん（写真前列左） 

女性役員の山口さん（写真前列右） 

書記の梶原さん（写真後列） 

書記の和田さん（写真後列） 

活動計画の策定の様子 

休耕田でのひまわりの播種 



編集担当 SDGs コメント（（ 

 本活動組織では、多くの女性が役員や構成員として参画しており、目標５（女性の参画

により地域や活動組織の取り組みの可能性を広げる。）、目標 12（（持続可能な生産・消費を

進める。）、目標 16（（多 な主体の参画による地域づくりを促進する。）に貢献しています。 

非常に和やかな雰囲気の中、インタビューをさせていただきました。ご協力いただき

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



■３．活動組織の活動の啓発・普及紹介～八方
や か た

原
ばら

の環境を守る会（山口県山口市）～■ 

 

  

・本組織の広報誌は、設立当初（平成 19 年５月）から毎月発行されています。 

・活動日の周知や報告のほか、自治会の活動、八方原地域内での出来事についても掲 

載されており、地域の方のためになる内容となっています。 

・自治会全戸に配布していますが、令和３年からはインターネットでも閲覧できるよ 

うにしています。 

 

～工夫しているポイント～ 

 

ポイント１ 記事の写真は人が写るように！ 

○広報誌に掲載する写真に動きを持たせ、読者の目を引くために、人が写るように

写真を撮影しています。 

 

ポイント２ 見て・読んで楽しい紙面構成！ 

○広報誌の表面に配置する看板になる記事の写真や、見出しは目を引くものとなる

ように紙面を構成しています。対して裏面は、読み物として充実した内容を取り

扱っています。 

 

ポイント３ 積極的な広報誌発信！ 

 ○地域を離れた方でも閲覧できるように、ホームページを作成し広報誌を掲載して

います。500 程度の閲覧数があり、好評をいただいています。なお、ホームペー

ジ上ではバックナンバーをすべて閲覧することが可能です。 

 

  

広報誌の概要 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表面 

表面の看板記事の写真や、見出しは目を引くものとなるように心掛けています。 

多面的機能支払の共同活動について紙面に必ず盛り込むようにしています。 

ポイント２ 見て・読んで楽しい紙面構成！ 

記事内には、活動の様子がわかるように人が写った写真

を使用しています。 

ポイント１ 記事の写真は人が写るように！ 



  

裏面 
裏面には、読み物として充実した内容を取り扱うほか、 

活動組織の構成員・地域の方あての連絡事項も掲載しています。 

ポイント２ 見て・読んで楽しい紙面構成！ 

広報誌はホームページ上でも閲覧可能です。 

 

ポイント３ 積極的な広報誌発信！ 



■４ ．「 令和 ６ 年度  田園 自 然再 生 活動 の集い」開 催のご案 内  

（ （ 一 社） 地 域環 境 資 源センター） ■ 

 

（一社）地域環境資源センターでは、田園自然再生活動を推進するため、「田園自然

再生活動の集い」を開催しています。今年度は、 「自然と生きる」をテーマに、自然資

本から得られる恩恵を後世に渡って享受し続けるための農業等の営みの在り方や、自

然災害や野生鳥獣によるリスクに対峙しつつ自然の中での営みや暮らしの在り方に

ついて改めて見つめ直し、これからの田園自然再生活動についてのヒントを探ります。 

 

〇日程 

令和６年 12 月 11 日（水） 13:00～16:45 

 

〇場所 

国立科学博物館 日本館「講堂」（web 配信併用） 

（東京都台東区上野公園 7-20 上野公園内） 

 

〇主催 

（一社）地域環境資源センター、田園自然再生活動協議会 

 

〇定員 

会場（100 名）、web 配信（300 名） 

 

〇申込み・問合せ先 

〒105-0004 東京都港区新橋 5-34-4 

（一社）地域環境資源センター 田園自然再生活動事務局（担当：藤田） 

TEL：03-5425-2461 

FAX：03-3432-0743 

E-mail：denen-saisei@jarus.or.jp  

 

〇イベント詳細（11 月より参加登録開始） 

http://www.jarus.or.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.jarus.or.jp/


■ 編集後記 ■ 

 読者の皆様、こんにちは。いかがお過ごしでしょうか。今回のメールマガジンで

は子供会、地元の小学校、NPO 法人などの多様な組織が活動組織と連携している事

例を紹介しました。様々な組織と連携することは、共同活動の認知度向上にも繋が

るため、今後益々重要になっていくと感じます。これらの事例を参考に、是非取り

入れてみてはいかがでしょうか。 

次回のメールマガジンもお楽しみに！ 

------------------------------------------------------------------------------------- 

◇多面的機能支払メールマガジン「農村ふるさと保全通信」バックナンバー◇ 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/no

uson_furusato_hozen/index.html 

バックナンバーはこちらの二次元バーコードからもご覧いただけます！→ 

◇「多面的機能支払交付金のロゴマーク」◇ 

ロゴマークは以下のサイトからご利用になれます。 

活動内容の紹介や広報の発信などに、どんどんご活用ください！！ 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/attach/pdf/ta

men_siharai-31.pdf 

◇配信先メールアドレスの変更・配信解除等◇ 

メールアドレス等の変更やメールマガジンの配信解除等は以下のサイトから。 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/ 

手続きにはパスワードが必要です。 

お忘れの場合は、以下のサイトでパスワードを再発行して下さい。 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/re.html 

◇多面版 SDGs アイディアシート（案）◇ 

SDGs アイディアシートのダウンロードは以下のサイトから。 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/jirei_SDGs.html 

◇ご意見・ご感想等◇ 

メールマガジンに関するご意見・ご感想や取り上げて欲しいテーマ、ご自身の所属する活

動組織の紹介文（300 字程度）等に関するメールをお待ちしています！！ 

tamen_ml@maff.go.jp 

 

---------------------【発行】---------------------- 
〒100-8950 東京都千代田区霞が関１-２-１ 

農林水産省農村振興局整備部農地資源課 
多面的機能支払推進室（担当：青木、土田） 
TEL：03-3502-8111（内線 85683） 
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